
築山であそぼう

加積保育園

⑨ ‘ 広報つ ‘・
。、

つ
題由子は;青河市長
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教育長

堀川賞治

広報うおづ
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と

と

人
間
は
、
少
年
期
・
青
年
期
を
迎

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
「
自
分

は
一
体
何
者
な
の
か
。
自
分
の
一
生

は
ど
う
あ
り
た
い
か
U

「
自
分
の
個

性

・
能
力
を
生
か
し
て
行
動
し
、
社

会
の
人
間
関
係
の
中
で
自
分
の
態
度

理 得で団う立で 作確決べを
由皆さ協やよ感身自業立すきー
できれ力学うとに己でするか貫

iすんる的校なかつをするよ 」。 さ

い 芽 を 育τち奇定め属愈蚤護軍k ioZ忠実持丸善与雪 。と;tz
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うよ

を
け

声

か
の愛

うよ
を
め進

話対

楽しい家庭を

つくろう

環境の病じに

努めよう

運

動
J
'

ん

成
導

さ

一
V
F!

育
指

右

‘
可
け
J
dj
年
進
会

依

掴
一F
Z

日
JY
少
推
絡

B

t

調剤
ゐ

、
こ
さ
そ

青
動
連
中

d
t

士
一
戸
ソ苛

県
運
掌
チ

「，P1
1t
-山
民
恥

臼

富

県

員

長ム広

形
で
組
織
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
活
動
は
容
易
な
様
で
あ
る
け
れ

ど
、
各
種
団
体
等
の
受
入
側
に
理
解

と
協
力
が
な
け
れ
ば
困
難
な
場
面
が

推
測
で
き
ま
す
。

皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
で
こ

の
主
旨
を
推
進
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

青
少
年
の
社
会
参
加

青
少
年
の
健
全
育
成
の
課
題
と
し

て
、
青
少
年
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
文
化
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
、
加

入
を
促
進
し
、
こ
の
た
め
の
体
制
づ

く
り
を
押
し
進
め
る
こ
と
を
第
一
段

階
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

団
体
へ
の
加
入
方
法
、
手
順
等
を

ま
と
め
た
小
冊
子
を
作
成
し
、
こ
の

問
題
に
無
関
心
な
人
達
へ
も
積
極
的

に
働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

H

推
進
指
導
員
。
の
役
割
は
地
域
住

民
が
青
少
年
活
動
に
参
加
す
る
様
に

住
民
に
働
き
か
け
た
り
、
何
ら
か
の

青
少
年
を

非
行
か
ら

走
4
9
j
u

スV

強
調
月
間

づ
，
回
一

n
t
E
ロH

ー
引
日

青
少
年
育
成

魚
津
市
民
会
議

月
間
の
重
点
活
動

0
広
報

・
啓
発
活
動
の
推
進

o
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

0
家
庭
教
育
の
充
実

o
生
徒
指
導
の
充
実

0
職
場
に
お
け
る
指
導
の
充
実

o
住
民
の
地
域
活
動
の
促
進

O
補
導
活
動
の
充
実
強
化

O
各
種
相
談
事
業
の
強
化

月
間
の
主
な
事
業

O
巡
回
補
導
の
強
化

o
有
害
環
境
実
態
調
査

O
環

境

浄

化

悪

.書
追
放
グ

『
白
い
ポ
ス
ト
』
の
点
検

0
青
少
年
健
全
育
成
一
斉
啓
発

活
動

0
青
少
年
団
体
へ
の
加
入
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
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広報うおづ

幻
世
紀
を
切
り
拓
く
原
動
力
は
、

青
少
年
で
あ
り
、
ま
た
、
青
少
年
の

も
つ
智
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
熱
に

大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
青
少
年
を
取
り
ま

く
社
会
情
勢
は
極
め
て
、
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

青
少
年
が
、
自
ら
の
役
割
と
責
任

を
自
覚
し
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
情

操
を
身
に
つ
け
、
仲
間
や
他
の
世
代

の
人
々
と
連
帯
、
協
調
し
将
来
社
会

的
に
責
任
あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う

今
、
社
会
参
加
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

青
少
年
の
非
行
の
一
般
化
、
低
年

齢
化
、
い
じ
め
、
自
殺
な
ど
に
つ
い

(3) 

ばし、正し

域の真剣な取

ち も ど の

‘F

松
倉
城
跡
清
掃

魚津市連合婦人会長

寺島美津枝さん

子
供
た
ち
に
も

地
域
活
動
に
参
加
を

今
、
家
庭
に
い
る
子
供
達
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
、
っ
。

婦
人
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
、

花
壇
づ
く
り
、
空
缶
拾
い

、
料
理
教

室
、
歩
行
会
等
を
し
て
、
三
世
代
の

交
流
を
図
り
地
域
づ
く
り
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。
親
と
子
と
。
異
年
齢
の

子
供
達
と
。
そ
し
て
地
域
の
人
々
と

一
緒
に
な
っ
て
流
す
汗
の
中
か
ら
、

友
愛

・
正
義

・
責
任
、
協
力
、
人
の

痛
み
等
、
人
間
と
し
て
大
切
な
も
の

を
体
得
し
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

子
供
達
に
も
積
極
的
に
地
域
活
動

に
参
加
さ
せ
、
仲
間
づ
く
り
の
す
ば

ら
し
さ
、
本
当
に
生
き
て
い
る
実
感

を
得
さ
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

有
害
図
書
は

白
い
。
ホ
ス
ト
ヘ
グ

最
近
ポ
ル
ノ
誌
ば
か
り
で
な
く
、

一
般
雑
誌
の
中
に
も
青
少
年
に
有

害
な
も
の
が
多
く
で
ま
わ
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
有
害
図
書
を
見
た

ら
、
す
す
ん
で

『
白

い
ポ
ス
ト
』

へ
投
函
し
ま
し
ょ
う
。
『
白
い
ポ

ス
ト
』
は
魚
津
駅
、
電
鉄
魚
津
駅
、

経
団
駅
、
市
民
会
館
、
新
宿
タ
ワ

ー
パ
ー
キ
ン
グ
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
白
い
ポ
ス
ト
の
中

に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

上
野
方
高
野
行
雄

宮
@
7
7
7
0

本

江

岩

城

レ

イ

子

宮
②

4
1
5
8

片

貝

伊

藤

甚

宰

包
@
8
2
1
5

加

積

広

瀬

四

十
三

宮
@
7
1
0
6

道

下

杉

本

茂

一

宮
@
3
4
4
3

経

由

経

沢

忠

勝

宮
@
3
8
0
8

天

神

大

久

保

義

雄

包

@
8
8
6
2

西
布
施
酒
井
和
雄

宮
@
7
5
2
1

加

積

竹

内

嘉

宏

宮
@

0
1
3
8



(4) 広報うおづ

6
月
定
例
市
議
会

一
般
会
計
に

一
億
八
千
百
三
万
六
千
円
を
追
加

6
月
定
例
市
議
会
は
、

6
月
刊
日
招
集
さ
れ
、
問
日
終
了
し
ま
し

た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
日
議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
臼
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
、
一
億
八
千
百
三

万
六
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
百
一
億
九
千
八
十
九
万

一
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な

砂
提
出
議
案
を
説
明
す
る
清
河
市
長

内
容
は

民
生
費

で
は
、
小
川
寺
川
改
修
に

伴
う
西
布
施
保
育
園
被
害
復
旧
整
備

工
事
費
等
で
二
千
四
百
五
十
万
七
千

円
及
び
魚
津
愛
育
園
屋
上
防
水
修
繕

工
事
費
七
百
五
万
円
を
計
上
し
、
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

へ
三
千
万
円
繰
出
す
る
も
の
で
す
。

衛
生
費

で
は
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
四
百
五
十
三
万
円

を
計
上
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
林
業
振
興

費
と
し
て
、
県
単

・
市
単
林
道
工
事

費
で
認
承
増
に
よ
り
八
百
万
円
補
正

計
上
。

土
木
費

で
は
、
吉
野

・
川
縁
線
等

道
路
改
良
費
と
し
て
二
千
三
百
八
万

円
、
都
市
改
造
事
業
費
三
千
九
百
六

十
万
円
及
び
運
動
公
園
築
造
費
で
一

千
三
百
八
十
四
万
九
千
円
を
、
補
助

認
承
額
の
増
に
よ
り
追
加
。

教
育
費

で
は
、
吉
田
記
念
魚
津
市

立
郷
土
館
建
設
事
業
に
伴
う
、
周
辺

の
環
境
整
備
工
事
費
と
し
て
七
百
三

十
万
円
を
追
加
し
、
ま
た
、
魚
津
市

野
球
場
内
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
補
修
整

備
費
と
し
て
三
百
二
十
万
円
を
補
正

計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
分
担
金
及
び

負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
国
・

県
支
出
金
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、

繰
越
金
及
び
市
債
を
充
当
す
る
も
の

で
す
。

マ
位
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

マ
臼
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

マ
引
年
度
継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

‘F

道
路
改
良
さ
れ
る
吉
野
・
川
縁
線

マ
日
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

マ
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

マ
魚
津
港
港
湾
区
域
内
の
公
有
水
面

職
員
相
互
研
修
派
遣

友
好
親
善
都
市
の
井
原
市
と
日

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
相

互
派
遣
に
よ
る
研
修
に
次
の
各
氏

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
は
、
6
月
刊
日
か
ら
2
か

ん来』一一
一辰、

」富
が
自
の
前
の
山
に
あ
る
。

魚
津
市
へ
来
る
電
車
の
中
で
感
じ

た
印
象
で
す
。
瀬
戸
内
海
地
方
で

は
年
数
回
積
雪
が
あ
る
の
み
で
す
。

研
修
期
間
中
、
市
民
の
皆
様
に

は
街
角
で
お
会
い
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

埋
立
に
よ
り
あ
ら
た
に
生
じ
た
土

地
の
確
認
に
つ
い
て

マ
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業

計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に

つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
施
設
管
理
公
社

事
業
計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提

出
に
つ
い
て

同

意

案

件

マ
魚
津
市
横
枕
一
二
七
二
番
地

中
山
源
正
氏
を
魚
津
市
農
業
共
済

事
業
損
害
評
価
会
の
委
員
に
選
任

月
間
で
す
。

マ
井
原
市
か
ら
魚
津
市
へ

小

川

辰

三

農

林

課

山

田

正

人

税

務

課

マ
魚
津
市
か
ら
井
原
市
へ

江

幡

遂

守

企

画

財

政

課

中

尾

能

成

税

務

課

ん点』人正田山

み
な
さ
ん
今
日
は
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
魚
津
市

で
2
か
年
月
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

お
い
し
い
魚
、
立
派
な
水
族
館
、

す
ば
ら
し
い
景
色
の
立
山
、
人
と

の
ふ
れ
あ
い
等
々
、
す
て
き
な
思

い
出
が
つ
く
れ
そ
う
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



魚
津
市
農
業
委
員
会

f
U
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委

員

選

挙

7
丹
ロ
日
偏
投
票

市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
任
期
が
、

7
月
間
日
に
満
了
す

る
の
で
、
こ
の
一
般
選
挙
が
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、

7
月
ロ
日
に
全
国

統
一
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

積
村
、
道
下
村
の

区
域

旧
経
田
村
、
天
神

村
、
西
布
施
村
の

区
域

選

挙

日

手呈

の

O
選
挙
の
告
示
日

7
月

5
日
制

O
立
候
補
の
届
出
期
間

7
月

5
日
一
日
の
み

(
午
前

8
時
却
分
か
ら
午
後

5
時

ま
で
)

O
立
候
補
屈
の
受
付
場
所

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
叩
番

l
号

魚
津
市
役
所
二
階
第
二
会
議
室

O
選
挙
の
期
日

7
月
ロ
日
同

投

百E
7J'唱=

時

の

閏

午
前

7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

選
挙
区
と
そ
の
区
域

第

1
選
挙
区

旧
魚
津
町
、
下
中

島
村
、
下
野
方
村

上
野
方
村
の
区
域

旧
上
中
島
村
、
松

倉
村
の
区
域

旧
片
目
(
谷
村
、
加

広報うおづ

第

2
選
挙
区

(5) 

第

3
選
挙
区

日

第

4
選
挙
区

第

1
選
挙
区

第

2
選
挙
区

第
3
選
挙
区

第

4
選
挙
区

4 4 3 3 
名名名名

日
ア

l
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を

ω日
以
上
営
み
、
年

齢
却
歳
以
上
の
方
で
、
本
年
1
月

1

日
現
在
で
調
整
し
た
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。

0
.選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

電
話
内
線

2
3
1
番
へ
ど
う
ぞ

魚津まつりは8月7日から3日間
第四回魚津まつりは、 8月 7日から 9日までの 3日間行なわれます。今年も花火大会、

たてもん祭り、蝶六踊り街流しを中心に、多彩な行事がいっぱいです。年に一度の魚津ま

つりをみんなで盛り上げ楽しいものにしませんか。 商工観光課 E⑫2200

新金屋公園

北電前~中央通り~銀座通り
一新宿通り~市民会館

中央通り~銀座通り~新宿通り

魚津神社

経団浜

諏訪神社

市野球場

午後 6時~
午後
7時 30分~

30分~

午後 1時~

午後
1時30分~

ミラージュランド

中央通り~文化町

魚津港南地区 (角川尻補助港)

諏訪神社

中央通り~銀座通り -22m通り

Aコース村木小学校一中央
i通りー22mi通り
大町小学校~新宿
一銀座通り~中央
i通り -22mi通り

11 

午後 4時~
午後
7時 30分~

開会式

魚津工業高校ブラスパンドパレード

中学生女子せり込み蝶六踊り街流し

ちびっこ相撲大会
3市 2郡実業団相撲大会

経団七夕まつり

たてもん祭り

全国大学女子軟式野球大会決勝戦

フェスティバルコンサート
(小学生・中学生・高校生・一般)

ミスうおづコンテスト

コンサート (葛城ユキ )

獅子舞

花火大会(日本海側最大規模)

たてもん祭り

ミスうおづ市内パレード

せり込み蝶六踊り街流し盆踊り

8.7 
樹

有料
8.8 
出

8.9 
(日) Bコース

名

名

名

利点lijil'lt;"，.'"主主佳 魚津まつり実行委員会 各クイーン名 [ミスう おづクイーン

、/・.. ・~.....ヨ~方面 では、明るく健康的な女 {ミスしんきろうクイーン

性を広く募集して、ミス魚津、 3クイーン込コンテスト lミスたてもんクイーン

を行います。ふるってご応募、ご推薦ください。 応募締切日 7月20日消印有効

応募要領等の詳細は、魚津商工会議所内ミス魚津3クイーンコンテスト実行委員会へお問い合せください。宮② 1200



(6) 広報うおづ

業

務

状

況

O
給
水
人
口
・l
i
l
--

三
七
、八
八
一
人

O
給
水
戸
数
l
i
l
i
--

一
O
、
O
O五
戸

o
総
配
水
量
;
四
、
五
四
五
、
八
八
玉
川

O
総
給
水
量
:
三
、
二

O
O、三
O
三
凶

O
有

収

率

;
l
i
l
i
-
-
:
七
0
・二

%

2
経
理
の
状
況

日
年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定
の

収
支
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

収
益
で
は
、
水
道
料
金
や
受
託
工

事
収
入
等
で
、
四
億
九
千
五
百
二
十

三
万
八
千
円
、
一
方
、
費
用
で
は
、

原
水
及
び
浄
水
費

・
配
水
及
び
給
水

〈単位:千円〉

収 支
予にる対割算合額す区 分 予算額

上半期 下半期 計

給水収益 387，335 207，024 202，980 410，004 105.9 % 

受託工事収益 85，769 12，162 57，977 70，139 81.8 

その他の収益 13，233 7，269 7，826 15，095 114.1 

収益合計 486，277 226，455 268，783 495，238 101.8 

原水及び浄水費 45，502 12，463 23，433 35，896 78.9 

配水及び給水費 42，693 12，600 21，725 34，325 80.4 

受託工事費 80，390 10，160 54，699 64，859 80.7 

総 係 費 97，515 42，770 46，409 89，179 91.5 

減価償却費 84，603 84，004 84，004 99.3 

支払利息 145，202 69，899 70，627 140，526 96.8 

その他の費用 800 4 4 0.5 

費用合計 496，705 147，896 300，897 448，793 90.4 

(うち職員給与額) 81，111 37，396 38，819 76，215 94.0 

差 号| ム10，428 78，559 ム32，114 46，445 

昭和61年度損益収支状況費

・
人
件
費

・
支
払
利
息
等
で
四
億

四
千
八
百
七
十
九
万
三
千
円
、
差
引

四
千
六
百
四
十
四
万
五
千
円
の
純
利

益
と
な
り
ま
し
た
。

3
建
設
改
良
工
事

日
年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な
実

施
工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
o

v横
、
枕
第
三
水
源
さ
く
井
工
事

七、

0
0
0
千
円

V
横
枕
第
三
水
源
地
ポ
ン
プ
電
気
計

装
設
備
工
事
一
五
、
一

O
O
千
円

V
横
枕
第
三
水
源
地
導
水
管
布
設
工

事

二

O
、
一
O
O
千
円

V
市
道
仏
又
青
島
線
配
水
管
布
設
工

事

五

、
O
五
O
千
円

』

V

水
源
地
整
備
工
事

ランド大海水ブール

フ月刊日(土)オーブン



下
水
道
と
わ
た
し
た
ち
同

ー
下
水
が
き
れ
い
に

な
る
ま
で
l

「
よ
ご
れ
の
も
と
は
下
水
し
ょ
理
場
で
ど
う
な

る
の
で
す
か
、
な
く
な
る
の
で
す
か
U

よ
ご
れ
の

も
と
は
ち
ん
で
ん
池
の
底
へ
、
び
生
物
の
ま
ざ

っ
た
ど
ろ
と
な
っ
て
し
ず
ん
で
い
き
ま
す
。
ど
ろ

の
か
た
ま
り
を
汚
(
お
)
で
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

下
水
は
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
に
な
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
下
水
を
き
れ
い
に
す
る

の
か
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
ち
ん
さ
池
(
沈
砂
池
)

下
水
処
理
場
に
運
ば
れ
た
下
水
は
、
ち
ん
さ

池
と
い
う
池
に
入
り
ま
す
。
下
水
の
中
の
大
き

な
ご
み
や
小
石

・
砂
を
こ
の
池
の
底
に
し
ず
め

て
取
り
の
ぞ
き
ま
す
。

②
さ
い
し
ょ
ち
ん
で
ん
池
(
最
初
沈
殿
池
)

ち
ん
砂
池
を
通
っ
た
下
水
は
、
最
初
沈
殿
池

に
入
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
下
水
を
ゆ
っ
く
り
と

流
し
、
ち
ん
砂
池
で
は
取
り
の
ぞ
け
な
か
っ
た

さ
ら
に
細
か
い
ご
み
な
ど
を
そ
こ
に
し
ず
め
て

広報うあ、づ(7) 

取
り
の
ぞ
き
ま

す
。

③
エ
ア
レ

l
シ

ヨ
ン
タ
ン
ク

次
に
下
水
は
、

エ
ア
レ
|
シ
ョ

ン
タ
ン
ク
に
入

り
ま
す
。

こ
こ

で
は
、
バ
ク
テ

リ
ア
や
原
生
動

物
の
よ
う
な
目

に
み
え
な
い
小

き
な
生
物
の
は
い
っ
た
ど
ろ
(活
せ
い
お
で
い
)

を
ま
ぜ
、
空
気
を
入
れ
て
か
き
ま
ぜ
ま
す
。
下

水
の
よ
ご
れ
は
小
き
な
生
物
の
え
さ
と
な
り
、

ど
ろ
の
か
た
ま
り
と
な
っ
て
沈
み
や
す
く
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
下
水
を
き
れ
い
に
す

る
方
法
を
活
せ
い
お
で
い
ほ
う
(
活
性
汚
泥
法
)

と
い
い
ま
す
。

④
さ
い
終
ち
ん
で
ん
池
(
最
終
沈
殿
池
)

エ
ア
レ
|
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
で
で
き
た
ど
ろ
の

か
た
ま
り
を
こ
の
池
で
沈
め
、
上
の
方
の
す
ん

だ
水
だ
け
を
取
っ
て
、
消
ど
く
し
て
か
ら
川
や

海
に
流
し
ま
す
。

⑤
お
で
い
し
ょ
理
せ
つ
び
(
汚
泥
処
理
設
備
)

ち
ん
で
ん
池
の
底
に
沈
ん
だ
ど
ろ
を
お
で
い

(
汚
泥
)
と
い
い
ま
す
。

こ
の
汚
泥
は
、
水
分
を

少
な
く
し
て
そ
の
ま
ま
埋
め
た
り
、
汚
泥
処
理

施
設
で
か
わ
か
し
た
り
焼
い
た
り
し
て
量
を
減

ら
し
、
害
の
な
い
も
の
に
し
て
埋
め
た
て
て
処

分
し
ま
す
。
ま
た
一
部
を
ひ
り
ょ
う
(
肥
料
)
と

し
て
利
用
し
ま
す
。

ヘ
次
回
は
、
「
下
水
道
を
つ
く
る
」
を
J

/

お

と

ど

け

し

ま

す

。

」

;f; C'い，.っさわくろ

え-"水4時 r-.

う 1J'たて立~へ

=下水が手れし、に怠3まマ=

畠

※さいしゅうちんでん池
ここで、もういちどよごれをしず

め、上の方のきれいな水を 、しょうど
くして川へ流します。

※工アレーションタンク
下水に、び生物の入ったどろをま

ぜ、空気をふきこんで、はげしくかき

まわすと 、よごれはび生物のえさに
なり、しずみやすくなります。

エアレーション
タンク

※さいしょちんでん池
しずみやすいまざり

ものを、ゆっく り時聞

をかけてしずませます。

グ九九
し禁苑 d~~L:.作、U

唱さF
IYSH.1987 

"il 

見直そう暮らしと住まい

1987年 は 国 際 居 住 年



(8) 広報うおづ

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
聞
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
引
年
度
国
保
会
計
決
算
、

う
す
味
で
食
べ
る
コ
ツ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
を
さ
さ
え
る

国
民
健
康
保
険
税

ま た (
ふ十長補国

員九?要保
は 保主 V)

険 シ 財
昭税~ 7，原
和 で保問
62 ま険
1: か 者 国
度 なに庫
国 わ納負
民 れめ相

震 ごご盃

~議1

泌

33，023千円 繰越金

1.45% 

一般会計繰入金

50，000千円

2.19% 

一
口
医
学
、

保
険
税
第
一
期
分
の
納
入
月
で
す
か

ら
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

司
村
民
j
il〕

歳

入

総

額

辺

億

8
千
2
百
万
円

歳

出

総

額

辺

億

6
千
5
百
万
円

差
引
き

1
千

7
百
万
円
を
昭
和
臼

~歳
j滋

ー その他の支出
0.86% 

19，556千円

保健施設

8，163千円

0.36% 

昭和62年度

国民健康保険税の

第1期納期限は、

7月31日です。

年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

国
保
財
政
は
一
段
と
悪
化
し
て
お

り
、
臼
年
度
国
保
会
計
は
一
般
会
計

か
ら

3
千
万
円
を
繰
入
れ
す
る
ほ
か
、

税
率
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。そ

こ
で
国
保
被
保
険
者
の
一
層
の

医
療
費
適
正
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

¥
ペ
パ
川
パ
リ
川
つ
j
J

と
し
て
視
野
が
狭
く
な
り
ま
す
。

二
口
医
学
)

~

f
ト
ハ
け
川
山
川
い
に

視
野
が
狭
く
な
っ
て
も
毎
日
使
っ

一

じ

わ

じ

わ

進

行

す

る

て
い
る
眼
だ
け
に
、
慣
れ
て
い
る

一

や
、
ま
た
両
眼
で
見
て
い
る

~

慢
性
緑
内
障

た
め
、
片
方
が
カ
バ
ー
し
補
う
た

い

緑
内
障
と
い
う
と
、
発
作
的
に
め
、
歩
き
に
く
く
な
る
ほ
ど
視
野

~

…
目
が
痛
み
、
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
が
狭
く
な
る
ま
で
気
が
つ
か
な
い

…

へ
吐
い
た
り
す
る
も
の
と
思

っ
て
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

、

る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ

は

目

が

疲

れ

る

、

一

時

的

に

か

す

い

川
急
性
の
場
合
。

ん
で
見
え
る
、
電
灯
や
街
灯
の
ま
…

慢
性
で
は
じ
わ
じ
わ
と
進
行
し
、
わ
り
に
虹
の
よ
う
な
色
の
輪
が
見
~

川
視
力
も
か
な
り
末
期
ま
で
落
ち
な
え
る
:
:
:
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た

い
の
で
気
が
付
か
ず
、

治

療

が

遅

ら

赤
信
号
で
す
。

い
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

緑

内

障

は

五

十

歳

以
後
の
女
性

…

視
力
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、
視
に
多
い
。
成
人
病
と
考
え
て
、
年

川

い
野
が
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
っ

て

き

ま

に

一

二
回
検
査
を
受
け
れ
ば
、

…
す
。
は
じ
め
は
、
視
野
が
鼻
の
側
早
期
に
発
見
で
き
、
点
眼
薬
で
治
…

い
か
ら
欠
け
て
き
て
、
や
が
て
全
体
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

~

8 (マヨネーズ、ドレッシングを利

用して〉

。 〈香りのある野菜、くるみ、ごま

香辛料を上手に使う〉

しそ、みつぱ、みょうが、ね

ぎ、パセリを混ぜるとか、ごま、ピー

ナツ、くるみあえなど。

塩分を減らそう「

コ
ヨ
昧
ぢ
食

ペ
ろ
コυ 

O (酸昧を利用する〉

酢、ゆず、レモン、トマト、

くだものなどを上手に使う。

f)(油を利用して〉

いだめもの、いため煮、揚げ

ものは少ない塩でも食べやすい。

0 (焦げ昧をつける〉

塩分の少ないときは、肉や魚は煮る

より焼いだほうガ食べやすい。

0 (新鮮な材料で持ち昧を生かす〉

調昧料の昧て食べるのではなく、新

鮮な食昂の持ち昧を生かして昧わう。

争選挙会長L



地
域
福
祉
実
態
調
査
の

協
力
に
つ
い
て
の

お
願
い

地
域
福
祉
実
態
(
母
子

・
父
子

・

寡
婦
家
庭
)
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
母
子
福
祉
施
策
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

各
地
区
、
民
生
委
員
が

7
月
初
日

i

7
月
白
日
ま
で
、
各
対
象
家
庭
等

を
訪
問
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
初
回

社
会
福
祉
大
会

日
時

7
月
初
日
制

午
後
l
時
ぬ
分

市
民
会
館
大
ホ

l
ル

魚

津

市

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

魚
津
善
意
銀
行

主場
催所

「
勤
労
青
少
年
の
日
」
記
念
行
事

パスハイキング

参加者募集

-
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
毎

年
「
勤
労
青
少
年
の
日
」
を
記
念

九
し
て
パ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
を
企
画
し

ぷ

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
利
用
者
以
外

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

8
月

2
日
制

8
時
出
発

日
時
到
着

高
山

・
数
河
高
原

・
飛
騨

の
里
民
俗
村

広報うおづ

行
先

(9) 

魚
津
市
在
住
も
し
く
は
勤

務
の
初
歳
以
下
の
青
少
年

参
加
費

一、

0
0
0円
(
昼
食
付
)

締
切

7
月
紅
白
幽
(
但
し
、
定

員
印
名
に
な
り
次
第
締
切
)

・
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
軽
音
楽
サ

ー
ク
ル
の
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
日
日
出
午
後
7
時
1

会
場

魚
津
市
勤
労
青
少
年
ホ
|

ム
3
階

談

話

室

入
場
無
料

(
ド
リ
ン
ク
付
)

そ
の
他
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
等
毎
日
楽
し
い
催

し
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
魚
津
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

宮
②

4
3
3
0ま
で
。

(
受
付
時
間
日
時
l
n
時
)

資
格

第
却
回
北
信
越
ろ
う
あ
者
大
会

魚
津
市
で
開
催

北
信
越
各
県
の
ろ
う
あ
者
及
び
手
話
通
訳
者
が
一
堂
に
会
し
、
各
種
集
会
と

球
技
大
会
を
通
し
て
、
聴
力
障
害
者
の
明
朗
な
社
会
活
動
を
促
進
さ
せ
、
聴
力

障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
次
の

日
程
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日

程

表

~ 、 場 之z』z メr〉1、 名 日寺 間 月日

魚津市民会館 北信越ろうあ連盟常任委員会 10 : 00 -12 : 00 

北信越ろうあ連盟体育委員会

魚津市民会館 球技大会監督 ・主将会議 13:00-17:00 7 

審判員打合せ会
月

魚津市役所 北信越ろうあ婦人の集い 13:00-16:00 

北信越ろうあ老人の集い
25 

魚津市総合体育館 13:00-16:00 
ゲートボール交流会 日

魚津市民会館
第13回北信越手話通訳問題研究会集会

13 :00-17: 00 ω 
北信越ろうあ青年の集い

魚津市金太郎温泉 前夜祭交歓ノマーティー 18:00-20:00 

魚津市民会館
第13回北信越手話通訳問題研究会集会

9:00-10:30 7 
北信越ろうあ青年の集い 月

26 

魚津市民会館
第29回北信越ろうあ者大会式典 II : 00 -12 : 00 日

アトラクション 13 :00-15 :00 (日)

魚津高校体育館 北信越ろうあ者球技大会開会式 8:00-8:30 

魚津高校グランド
7 

魚津東部中グランド
野球大会 月

8:30-16:00 27 
魚津東部中体育館 卓球大会

日
魚津高校体育館 バレーボール大会 (月)

魚津高校体育館 閉会式 16 : 00 -17 : 00 

~惨ためためマ守。

g，ートベルト。

夏の察遇安全県民運動
ア月21日(火)--8月20日(木)



。。

魚津市長

清河七良

広報うおづ

広
報
う
お
づ

五
百
号
を
記
念
し
て

昭
和
幻
年
8
月
に
広
報
「
う
お
づ
」
が
発
行

さ
れ
て
か
ら
、
今
回
で
五
百
号
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
広
報
紙
を
こ
れ
ま
で
に
育
て
て
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

広
報
に
よ
り
市
の
仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
さ
れ
て
共
に
歩
む
市
政
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
広

報
活
動
は
市
の
行
政
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
つ
な

ぐ
太
い
パ
イ
プ
役
で
あ
る
と
同
時
に
、
市
の
歩

み
を
知
る
上
で
の
歴
史
と
も
い
え
ま
す
。

広
報
紙
を
通
じ
て
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん

な
が
語
り
合
っ
て
大
き
な
和
と
な
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
う
お
づ
に
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
酬
号
発
信

4
昭
和
幻
年

8
月
1
日
発
行
第

1
号

み
な
さ
ん
に
育
ま
れ
て
広
報
う
お
づ
は
こ
の

7
月
号
で
別
号
を
迎
、
-f
E
f
f
-
f
j
-三

Ef--321fミ
ZFZEf--EFIE-Z
2
5
1
f
j
-
j
;ミ
S
Li
--3LEg-z

え
ま
し
た
。

川

1
i，

h'
呆
健
こ
関
す
る
ペ

l
ジ
、
下
水
道
の

一

l
v
f

h
圃

ん

{

』

第
1
号
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら
こ
の
間
お
年
、
わ
だ
く
し
た
ち
の

ニ

h--v
'hm副

長

さ

話
等
は
、
読
み
や
す
く
、
と
て
も
参

一・
3，
J
H4・
会

主

生
活
環
境
や
、
街
も
大
き
く
変
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
の
出
来
一

一
-
-
-〆
一
々

J
dv

d
園

入

院

考
に
な
り
ま
す
。

事
と
共
に
多
く
の
施
設
や
思
い
出
が
残
き
れ
て
き
ま
し
…

一

a
RR
険
酪

B・
圏

ザ

郵

欲
を
い
い
ま
す
と
、
次
の
こ
と
に

た
。

…

7
a・
司

」

.

連

岳

つ
い
て
も
記
載
し
て
頂
け
た
ら
幸
い

昭
和
幻
年
4
月
に
魚
津
市
が
誕
生
し
、
そ
の

8
月
川

f
i
-
-!
1
1

4

・
1

で
す
。

に
広
報
う
お
づ
第
1
号
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
一

読

み

や

す

く

て

@

郷
土
の
文
化
的
行
事
の
予
定
表

す
が
、
紙
面
に
は
市
長
、
金
光
邦
三
氏、

川

E

@

四
季
折
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l

楽
し
い
広
報

市
議
会
議
長
、
関
口
禰
一
氏
の
発
刊
の

~

i

こ
と
ば
に
つ
い
で
、
議
会
組
織
、
当

い

毎
月
、
沢
山
の
情
報
を
写
真
や
イ

@

各
種
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

初
予
算

(
2
億
6
千
幻
万
8
千
円
)
川

ラ
ス
ト
を
入
れ
て
、
わ
か
り
や
す
く
等
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

の
内
容
、
ま
た
、

7
月
1
日
に
襲

つ
〉

お
届
け
く
だ
さ
る
広
報
に
、
感
謝
し

@

悪
徳
商
法
に
関
す
る
情
報
等
ち

た
大
洪
水
の
被
害

(
ロ
億
1
千
万
円
)川

な
が
ら
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
ょ
っ
と
し
た
社
会
生
活
上
の
聞

に
対
す
る
臨
時
市
議
会
の
招
集
、
水

~
す
。

害
復
旧
対
策
審
議
会
の
設
置
な
ど
、

…

特
に
、

題
点

市
政
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
や



と
こ
ろ
で
、
ふ
と
思
う
の
で
す
が
、

市
の
行
政
、
事
業
の
広
報
は
当
然
と

し
て
、
そ
れ
を
推
進
す
る
立
場
の
方

々
、
例
え
ば
、
市
長
さ
ん
、
あ
る
い

は
担
当
の
課
長
さ
ん
な
ど
の
「
生
の

こ
え
」
も
聞
き
た
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
立
場
上
、
本
音
は
出
し
に
く

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
「
こ
の
事
業

は
、
こ
う
し
た
い
ん
だ
が
、
な
か
な

か
己
な
ど
と
聞
け
た
ら
、
よ
り
一
層

行
政
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

、っか
。

全
市
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
立
ち
向

か
っ
た
様
子
が

2
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
1
号
か
ら
別
号
ま
で
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
訂
年
の
大

火
に
対
す
る
復
興
事
業
、

M
M

年
完
成

の
鉄
道
高
架
橋
建
設
、
日
年
の
新
水

族
館
建
設
、
そ
の
他
、
学
校
改
築
、

保
健
、
福
祉
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
川
広
報
、
通
巻
別
号
お
め
で
と
う
ご

ど
そ
の

1
号、

1
号
に
今
日
の
魚
津
川
ざ
い
ま
す
。

市
の
歴
史
を
見
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

川

毎

回
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を

み
な
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
き
た
「
広

~
も
れ
な
く
、
そ
つ
な
く
、
見
や
す
く
、

報
う
お
づ
」
の
今
ま
で
果
た
し
て
き

い
読
み
や
す
く
ま
と
め
上
げ
ら
れ
る
の

た
役
割
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
果
た

川
は
実
に
大
変
な
も
の
と
思
い
ま
す
。

す
役
割
を
考
え
ま
す
と
、
そ
の
重
大

γ
zi--3f--z

さ
と
必
要
性
を
強
く
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一

そ

の

他

の

広

報

も

ご

利

用

く

だ

さ

い

い
ま
、
国

・
地
方
を
問
わ
ず
財
政
は
き
わ
め
て
厳
し

目

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
で
あ
る
か
ら
こ

一

話

ち

b
電
話

市
の
行
事
、
会
合
、
休
日
診
療

そ
、
市
民
の
皆
き
ん
と
行
政
と
の
意
E

圃}品型国

医
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

思
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
若
い

一

電

，

-6
局
番
は
勾
局

3
6
0
0番
で
す
。

人
か
ら
お
年
寄
ま
で
た
く
さ
ん
の
方

-

h

引
引

テ
レ
ビ

隔
週
の
木
曜
日
、
市
の
行
事
等
を

-di
・
『
同
同
国
@
}

に
愛
読
さ
れ
る
よ
う
、
ご
意
見

・
ご

H
t
-
¥斗
=

放
送
し
て
い
ま
す
。
7
月
は

9
日
と
お
日
の

-
レ

-=ο、三

要
望
に
応
え
、
ま
た
、
広
報
紙
上
に

-
テ
/

E

F
ハ凶」一

2
回
で
、
午
前
8
時
加
分
頃
、

K
N
B
テ
レ

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
登
場

町

¥
d
・
‘

ビ
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
一
層

-

ラ

ジ

オ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、
隔

親
し
ま
れ
る
広
報
作
り
に
務
め
、
明

-

ォ

-
E
F
週
水
曜
日
、
市
の
行
事
等
を
放
送
し
て

る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
力

一

ジ

一

璽
一
一
一
い
ま
す
。
7
月
は
2
日
と
日
日
の
2
回

、

日

ラ

/
=寵芝山一

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
し
ま
す
の

-

工
傷
一
小
{
で
、
午
後
2
時
頃
K
N
B
ラ
ジ
オ
で
放

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

目

送
し
て
い
ま
す
。

す
。

一
ン

h
i
l
l
キ
ャ
プ
テ
ン

市
の
概
要
、
歴
史
、
観
光
な

ご
意
見

・
ご
要
望
は
、
市
役
所
企

-
テ
圃
つ
到
一

ど
を
、
全
国
に
向
け
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

画
広
報
室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

一
ザ
-
一
豆
一

2等
の
一
部
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

宮

(@
2
2
0
0番

-
キ

a
「

γし
一
端
末
機
を
市
役
所
、
水
族
館
に
設
置
し
て
あ

内
線

1
6
1
番

目

り
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広報うおづ

V 昭和31年9月25日発行魚津大火特報

(11) 

商工会議所青年部
広報委員長

関口多加志さん

身
近
な
広
報
に



(12) 

あなたの撮った(まちの話題)写真を募集しています。投稿される.

方は、写真の他に、日付・場所・内容 (200字程度)・住所・氏名を書

いた別紙を添えて、毎月 10日までお寄せください。投稿されたなかから

1-2京をこのページでご紹介します。

市役所広報担当係釈迦堂ト10-1(ft22-2200内線161)• 

広報うおづ

レポ

カメラ

』
F

い
"
さ
と
い
う
と
き
に

6
月
比
日
、
片
員
川
河
川
敷
で
、
消

防
団
第
日
分
団
団
員
(
天
神
)
や
消
防
署
、

建
設
課
の
職
員
が
、
川
倉
工
法
に
よ
る

水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
川
倉
工
法

は
、
三
本
の
丸
太
を
や
ぐ
ら
型
に
組
み

川
に
投
入
し
、
水
の
流
れ
を
変
え
る
こ

と
に
よ
り
堤
防
を
欠
壊
か
ら
守
る
も
の

で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、
皆
さ

ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

4 池 の 尻 池 環 境 調 査
ミズバショウの群生やモ リアオガエルなどの

繁殖地で知られる別又谷上流、池の尻池の環境

調査が、 6月17日行われた。今年は 、雪が少な

か ったせいか 、 ミズバショウの生育も順調でl況

に i~~j 開 。 また 、 モ リ アオカ‘エルの卵も池の周 lせl

に見られ、自然環境は良好に保たれていた。

a総合公園にサツキ
6月19日、魚津ロー タリ ークラ ブ の皆さんが、

魚津総合公園にサツ キの苗木約1，000本を寄付-。総合

公園をさっきの名園にしようと一昨年も約2，500本 寄

付しており、全員で 1本ずつ丁寧に他樹しました。

わ
ん
ぱ
く
相
撲
新
川
場
所

第
二
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
新
川
場
所
(
新
川

青
年
会
議
所
主
催
)
が
、
6
月
幻
日
、
魚
津

神
社
相
撲
場
で
聞
か
れ
た
。
魚
津
、
入
善
、

朝
日
か
ら
、
小
学
生
4
年

1
6
年
の
児
童

川
名
が
出
場
。

8
月
に
東
京
の
両
国
国
技

館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
を
め
ざ
し
、
熱

4
司
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

「
相
談
案
内
J

とと とと と と とと

之 き 教 i き市之 き行之 人

権

談

相

き

7
月
叩
日
幽

…

午
後
1
時
1
4
時
一

魚
津
サ
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プ
ラ

ザ

一

政

相

談

一

毎
月
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l
、

一

第

3
木
曜
日
一

午
後
1
時
1
4
時

一

市
役
所
市
民
相
談
室

一

民

相

談

…

毎
日

(
日
曜

・
祭
日
は
…

除
く
)

一

午
前
9
時
l
午
後
4
時
一

市
役
所
市
民
相
談
室

…

育

相

談

…

毎

週

月

・

木

曜

日

一

午
前
9
時
i
午
後
5
時
一

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

一

宮

@

2
4
9
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一
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み
ん
な
て
力
を
あ
わ
せ
て

5
月
却
日
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
き

ん
捌
人
が
、
天
神
山
一
帯
の
草
刈
奉
仕
を
し
ま

し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
毎
年
(年
2
回
)
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
春
か
ら
伸
び
た
雑
草
を
鎌
や
草

刈
機
で
、
半
日
が
か
り
で
刈
り
取
り
大
へ
ん
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

企鎌を手に汗を流す老人会の皆さん

み
ん
な
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す

6
月
7
日
、
第
羽
田
魚
津
市
連
合
青
年
団
陸
上
競
技
大
会

が
、
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

m名
の
団
員
が
参
加
し
、
男
子
ロ
種
目
、
女
子

8
種
目
に

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
優
勝
上
中
島
校
下
青
年
団

男
子
優
勝
上
中
島
校
下
青
年
団

女

子

優

勝

本

江

校

下

青

年

団

‘女子走り 高飛

V 男子1500m

ま
す
。

O
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
入
館

料
等
の
実
費
は
負
担
し
て
く
だ

さ
い
。

。
昼
食
、
お
茶
は
各
自
持
参

。
団
体
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
魚
津
総
合
庁

舎
県
民
相
談
室

宮
@
5
3
1
1

ま
で
。

県

政

親

子

パ

ス

教

室

。
申
込
コ
ー
ス

ω水
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス

実
施
日

8
月
日
日

ω

ω健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

実
施
日

8
月
初
日
附

ωい
き
い
き
親
子
コ
ー
ス

実
施
日

8
月
5
日
附

8
月
刊
日
制

0
・
申
し
込
み
受
付
期
間

7
月
6
日
開
ま
で

O
申
し
込
み
先

魚
津
市
新
宿
叩
|

7

魚
津
総
合
庁
舎
内

県
民
相
談
室

。
参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん

に
よ
り
決
定
し
、
結
果
は
通
知
し

一へ

一

…

内

…

一
と

き

毎

週

火

・
水

・
金
曜
日

一

一
と
こ
ろ
市
役
所
商
工
観
光
課
内

一

一

電
話
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

一

一

富

山

県

婦

人

一

…
相
談
所
ご
案
内
一

一
悩
み
ご
と
は
ニ
ち
ら
へ
一

…

家
庭
問
題
、
特
に
離
婚
、
家
出
、

一

一
若
年
女
子
の
転
落
な
ど
の
こ
と
で

一

一
悩
み
ご
と
を
お
持
ち
の
婦
人
の
た

一

一
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て

一

一
お
り
ま
す
。

一

一

相
談
は
一
切
無
料
で
秘
密
は
回

一

一
く
守
り
ま
す
。

一

一

な
お
、
家
に
帰
れ
な
い
事
情
の

一

一
あ
る
方
は
必
要
に
応
じ
て
短
期
間

一

一
無
料
で
一
時
保
護
し
ま
す
。

一

一

婦
人
相
談
員
は
次
の
場
所
に
勤

一

一
務
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
気
軽

一

一
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一

一

魚
津
市
新
宿
日
番
7
号

一

一

魚
津
総
合
庁
舎
内

一

一

富
山
県
東
部
社
会
福
祉
事
務
所

一

一

宮

@

5

3

1

1

.

一
*
次
の
日
程
で
「
巡
回
婦
人
相
談
」

一

も
行
っ
て
い
ま
す
。

一
マ

日

程

7
月

μ
日凶回

一

9
月
お
日
幽

一

日
月
幻
白
山
田

一

1
月

n
日一樹

一

3
月
お
日
幽

一
マ
と
こ
ろ
魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
l
i
i

職

相

曇火
員火



(14) 広報うおづ

哀史
3冒抱

Eの
羽

市民スポーツの祭典

市民体育大会
総合開会式

第3&固
ア月刊日(日)

健康で明るい豊かな市民生活を 目標に、第36田市民体育大会を次のとおり開

催いたします。 皆さん多数の参加を待 っています。

なお、参加についての、くわしいことは、市教委体育課企⑫ 2200番(内線451)

へあ、問い合わせください。

種 目 対 象 と き ところ 1H4寺日企11台IJ 

一ス中ポ般学ーツ男男少年女子団 7 月月月19 日
魚魚魚、、津津津工工工業業業高高高校校校

9: 30 
バスケットポール 7 J119日 9:30 

7 J=l19日 9:30 

一ス中ポ般学ーツ男男少年子子団 7 月月月19 日
総総総合合合体体体育育育 館館館

9:00 
柔 道 7 )=j 19日 9:00 

7 J=l19日 9:00 

一ス中ポ学般ーツ男男少年女女団 7 月月月 19 日
大大大 町町町小小小学学学校校校

10:00 
実。 道 7 J=l19日 10:00 

7 J=l19日 10:00 

ア 一 ス 一壮 般年 男男 女女 6 月月 28 日 市市営営ココーー トト
9:00 

6 J=l28日 9:00 

軟 式 テ ニ ス 一中 般学 男男 女女 7 月月 18 日 市市営営ココーー トト
14: 00 

7 J=l19日 10:00 

一壮高 般校 男男 年女女 7 月月月 19 日
市市市 弓弓弓 道道道 場場場

9:00 
弓 道 7 J=l19日 9:00 

7 J=l19日 9:00 

高一ス中ポ学校般_''J男男男少年子子子団 7 月月月月 19 日
経経桂経 田由団田 小小小小学学学学 桂校校桂

9:30 

ヲニ工bニ 手
7 J=l19日 9:30 
7 J=l19日 9:30 
7 J=l19日 9:30 

一ス中ポ学般ーツ男男少年子子団 7 月月月 19 日
東東東部部部 中中中 学学学校校校

8:00 
サ ッ カー 7 J=l19日 8:00 

7 J=l19日 8:00 

ラ グ ビ ー スポーツ少年子団 7 月月 19 日 吉吉島島小小 学学校校
10:00 

一般男 7 J=l19日 10:00 

4本 道 スポーツ少年団 7月 19日 警察道場 9:30 

クレー射撃 一般男子 7月 19日 富山総合射撃場 13:00 
パワーリフティング 一般男女 6月 14日 大町小学校 9:00 

ゲートボール 高 齢 者 7月19日 大町小学校 9:00 

種 目 対 象 と き ところ 開時始間

中学男女 7月 12日 吉田グラウンド 14:00 
陸 上 競 技 地 区対抗 7月19日 吉田グラウンド 9:00 

一 般男女 7月19日 吉田グラウンド 9:00 

スポーツ少年団 7月19日 室内温水プール 9:00 

水 泳 中 般学男女 7月19日 室内温水プール 9:00 
一 男女 7月19日 室内温水プール 9:00 
30歳以上 7月19日 室内温水プール 9:00 

スポーツ少年団 7月12日・19日 市野球場外 14:00 
軟 式 野 球 中 般学男子 7月18日 東部中学校 14:00 

一 男子 5月31日~ 市野球場 14:00 

スポーツ少年団 7月18日 西部中学校 14:00 
中学女子 7月 18日 西部中学校 15:00 

ソフトボール 地区対抗 7月 19日 西部中学校 8:00 
家庭般 婦人 6月28日 西部中学校 8:00 
一 男子 6月7日・148 河川敷グラウンド他 7:00 

スポーツ少年団 7月19日 本 江 小学校 9:30 

バレーポール 中 般学男女 7月19日 西部中学校 9:30 
一 男女 7月19日 西部中学校 9: 30 
家庭婦人 7月19日 西部中学校 9: 30 

ノ〈ドミントン
中学男女 7月19日 総合体育館 9:00 
一般男女 7月19日 総合体育館 9:00 

4家35ス中000ポ学塵般-歳歳歳Y婦以以以男男少年女女上上上人団
7 月月月月月月月 19 日

総韓総酷韓総韓合合合合合合合体体体体体体体育育育育育育育 館館館館館館館

9:00 
7 J119日 9:00 
7 J=l19日 9・00

卓 球 7 J=l19日 9:00 
7 J119日 9:00 
7 J=l19日 9:00 
7 J119日 9:00 

!交集時 き夏菅パ 1jE ・'';~ E のデスら 2 ね 大ン ハ ;
!通ま 40参 ま の沼ス 8 ~ 1 l・・・園通史・・E司パ ックは名て今町グ第 ハ J

jZ??ド野持及 川園院議冨247J38山段首 7; 
;各だで望 日り歩 月;;・E品庶務長遣をフト名手れ、校権富 リ {
;自さ電者 を↓上こ の い里-也三単語漕競ト 、のが、第で蚕山 一フ (
;負い鉄は 約大島う 歩 ; : 田園~- プ苗圃.，・いのべ選参男 l 行系県 選子 {
;担 。魚 、 6.5谷尻会 -n日・・4・・・r._~ま 3 ン手加子回わペザ 享今 ;
; 。畳津当 キ温では で ド 由a・・・Ir〓〓a・・・E陵週. し 種 チ が 。22のれ 6 I~ ほ

食駅日 ロ泉下 、 つ i~ 11.圏、R ー町守た EI.:...出魚名市ま月( 権ン /
持前午 余へ 討 会 !{IEEatE笠二説。にフ場津 、体し川 天 上

; 考2守主 主大(日j j j11璽璽¥Jき哩J 品い昨ド品雪 会 : 
‘_._._._--~_.----------・_......_.......__， 1...ヘ川、川、川、川、川、川・・

第
7
回
魚
津
市

心
身
障
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児
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水
泳
教
室

マ
対
象
者

市
内
在
住
の
心
身
障

害
児
働
(
児
童
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
同

伴
を
原
則
と
し
ま
す
。
)

8
月
1
日
出
・8
月
4

日

ω・8
月
5
日
附

午
前
日
時
j

日
時
半
ま
で

市
総
合
体
育
館
内
温

水
プ
ー
ル

市
社
会
福
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課
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7

月
初
日
ま
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

無
料

マ
と

き
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と
こ
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マ
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込
み

マ
受
講
料

宮② で2 4 7 4 ま

ト
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読
書
は
永
遠
の
主
l
メ
デ
ィ
ア
④

新

し

い

本

か

ら

〈

一

般

書

〉

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
新
人
類
の
研
究

野

田

正

彰

田

中

章

二

年
金
⑧

虎
の
巻

。。
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広報うおづ

こ
ん
な
商
品
開
発
が
会
社
を
救
う

青

柳

全

老
い
の
心
を
知
る

老
人
を
支
え
る

人

た

ち

へ

三

宅

貴

夫

八
百
屋
さ
ん
ち
の
お
料
理
ノ

l
ト

前

田

栄

子

偉
い
社
長
駄
目
な
社
長

和

田

野

基

姑
は
つ
、
勺
い
よ

西
川
勢
津
子

歩
き
な
が
ら
ス
リ
ム
に
な
る
本

永

井

レ

イ

欠
陥
だ
ら
け
の
税
制
改
革後

藤

北
陸
-
-
の
庖
あ
の
味

朝
日
新
聞
富
山
支
局

〈
エ
ッ
セ
イ

・
小
説
〉

犬
が
育
て
た
猫

吉
行
淳
之
介

北
向
き
の
窓
か
ら

黒

井

千

次

全世界の海洋に広く分布する回遊魚で、富山湾には夏に

100kgを超える大物ガとれ、秋から冬にかけてはメジと呼ば

れる却魚ガ定置網に入いる。体は紡錘形で水の抵抗ガ少芯

く、太い体を縦走する強刀な筋肉と強大な尾びれで高速で

畏い距離を涙ぐ。その運動量ガ大きい疋め、体温ガ海水よ

り10'C以上も高くなることガある。魚類やイ力を大量に食

べ、 3年で1m、最大で全長3m、体重400kgに達する。肉

は赤身で、特に腹側の肉はト口と呼ばれ、すし種として人

気ガある。
~L 

さ
ま
ざ
ま
な
絵
筆

池
波
正
太
郎

田
園
調
布
ミ
セ
ス
探
偵
局胡

桃
沢
耕
史

花
の
図
鑑

上
・下

阿

万

田

高

不
倒
の
城
前
田
利
家

花

村

奨

盗
み
に
追
い
つ
く
泥
棒
な
し

赤

川

次

郎

も
の
が
た
り
西
鶴

宇

野

信

夫

ア
ル
プ
ス
秘
湯
推
理
旅
行斎

藤

栄

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。

貸出冊数

93，436冊
(市民 1人1
当り1.9冊/

うちこども

26，691冊

昭和61年度図書館の利用状況

-.(利用)

{登録) -

/ 7，090入、

(市民の14.22%)

うちこども

2，804人

1
2
1
、3
4
1
冊

休貧富 ママ 7 
館関し 7 7 

すで‘ 2月61月2 月
の

た日日
日翌(日)(日)

日 曜
の 第 第 開
月 4 2 

館曜日日
日曜日程
lま
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4
時
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有
利
む
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と
き
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月
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1
時
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4
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…
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と
こ
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魚
津
市
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図
書
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ア
月
刊
M

日
間

一

車

問

4

魚
津
市
の
青
年
祭
が
、

-
魚
津
市
民
会
館
で
開
催
さ

一

れ
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

-
m人
献
血
、
ア
フ
リ
カ
難

↑
民
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

-

l
バ
ザ

l
、
青
年
館
建
設

F

の
た
め
の
か
ラ
ク
タ
市
を

一
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

+

参
加
、
協
力
を
お
願
い
し

一
ま
す
。

-
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お問い合せは魚津市健康センター

ft 24-3999 

広報うおづ

だより
(7月〉

稲
場
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科

医
院
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田
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町
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昭
和
白
年

9
月
日
日
生

(長
男

清
水
歯
科

医
院

夏
目
歯
科

医
院

広
瀬
歯
科

医
院

赤
祖
父
歯

科
医
院

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

〈
マ
マ
の
士
一

=-v

た
く
ま
し
く
、
元
気
な
子
に
育
っ

て
ほ
し
い
。

江

口宮

@
3
4
8
6

本

江宮

@
1
7
5
7

友

道官

@
0
4
9
0

双

葉

町

宮

@
8
8
2
0

上

口
宮

@
3
6
1
9

文

化

町

宮

@
0
2
4
3

浜

経

団

宮

@
1
1
2
1

新

金

屋

宮

@
1
8
9
2

上

村

木

宮

@
0
1
0
3

'P.鳥

2111 

0町。
3 
1 

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

岱

@
0
7
3
1

※診療時聞は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 ~ 茸・ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母 親 学 級 妊婦とその家族 7月24日幽 9:30-16:00 ーーーーーーーーーーーーー----------ー一歩 昼食をご持参ください。

くBコース〉

母 乳育児相談 乳児とその家族 7月24日幽 13:00-14:00 
魚津市健康

4か 月 児 健 診 4か月児
7月9日(柑 13 :00-13: 30 センター

7月23日(柑 13 :00-13: 30 

8か 月 児 健 診 8か月児 7月8日ヤ}() 13 :00-14: 00 -ー・・ー・・ー・・ー・ーーーーーーーーーーー一一歩
ツベルクリン反応検査

を併せて行います。

離 乳食講習会 8か月児 7月10日幽 13 :00-15 :00 
麻しん (はしか)の接

1歳6か月児健診 60年12月生まれの幼児 7月28日(火)
;--l砂

種券を発行します。13:00-14:00 -ーー・・・ー・・・ 4・--ー-----・---

股関節脱臼検診 3か月児 7月 2日(柑 13 :00-13: 30 

59.6.16-6.30生まれの幼児 7月 1日(7}() 13 :00-14 :00 
魚津保健所

3歳児健診 59.7.1-7.15生まれの幼児 7月15日(7}() 13: 00-14 :00 ーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーー一一歩 尿の検査がありま寸。

59.7.16-7.31生まれの幼児 8月5自体) 13: 00-14 :00 

機 脅E 司11 練 7月2日(木) 10 :00-15 :00 魚津市健康 0訓診練察は10:00-12:0。
脳卒中後遺症のある人 0 は:2日グ〉

〈リハビリテーション〉 7月16日(木) 10 :00-15 :00 センター 13:00-14:00 

ツベルクリン反応検査 8か月児 7月8日(水) 14:00-14:30 魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 7月10日幽 14:00-14:30 センター

毎週月・木曜日 9:30-11:00 経 団公 民館

毎週月・木曜日 1O:00-11: 30 本 江公 民館

健 康 体 操 毎週月曜日 10 : 00 -II : 30 道下公民館
体操の出来る服装でお

毎週火曜日 10 : 00 -II : 30 村 木公 民館
いでください。

と 一般市民
毎週火曜日 13: 30-15 :00 西布施公民館

健 康 相 号日火火 毎週火曜日 9:30-11 :30 魚津市健康センター 円男性グループ

毎週水曜日 9:30-11:30 魚津市健康センター 日女性グループ

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -ll : 30 大町公民館

胃がん検診 一 般 市 民 7月3日幽 8:45-10:00 下中島公民館 料金 5そ0の・他51歳は 00円

子宮がん検診 一 般 市 民 7月3日幽 13 : 00 -14 : 00 下中島公民館 { ~歳以上無料
料金 その他は 500円

乳がん検診 一般市民 7月 3日幽 13:00-14:00 下中島公民館 料金一ーーーーーーーー1，100円
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一
言
〉

優
し
く
だ
れ
か
ら
も
好
か
れ
る
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
。

一
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
一

一

7
月
は
献
血
推
進
月
間
と
し
て
、
富
山
県

・
日

一

一
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
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の
主
催
で
「
愛
の
血
液
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-
助
け
合
い
運
動
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が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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一

健
康
で
新
し
い
血
液
を
毎
日
必
要
と
し
て
い
ま
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一
す
。
献
血
に
ご
協
力
を
お
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し
ま
す
。
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今
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献
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。
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翌
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4
4
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も
二
十
分
で
も
い
い
で

す
か
ら
、
お
ん
ぶ
し
て

外
へ
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
梅
雨

ど
き
は
、
む
し
ろ
お
ん
ぶ
す
る
の
に

格
好
の
季
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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@
赤
ち
ゃ
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の
食
品
は
、
新
し
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も

の
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選
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こ
と
が
大
切
で
す
が
、
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に
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ま
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や
ふ
き
ん
、
食
器
は
清

潔
で
し
ょ
う
か
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梅
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た
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物
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お
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光
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梅
爾
ど
き
と
赤
ち
ゃ
ん

消
毒
す
る
の
も
と
て
も
良
い
方

法
で
し
ょ
う
。

広報うあ、づ

梅
の
実
る
頃
に
降
る
雨
、
梅
雨

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
赤

ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
な

困
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

@
お
ん
も
に
出
る
機
会
が
少
な
い
。

@
食
物
が
く
さ
り
や
す
い
。

@
お
む
つ
か
ぶ
れ
に
な
り
や
す
い
。

そ
こ
で
、
お
母
さ
ん
は
次
の
よ

う
に
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を
つ
け
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あ
げ
て
く
だ
さ

@
赤
ち
ゃ
ん
は
、
外
が
大
好
き
で

す
。
外

へ
出
な
い
と
、
特
に
夕
方

な
ど
は
ぐ
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つ
て
欲
求
不
満
を
表

わ
し
ま
す
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雨
の
日
も
、
十
分
で
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マ
と

マ
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こ
ろ

マ

演

題

7月31日まで

魚津市内の
医院・病院

。取
@~ 

.，~ 
40歳以上の方

(?25;ごす診)
本江・住吉・経由・加

積 ・道下地区と 65歳以

上の方全地区

健

康
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操

講

演
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き
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時
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セ
ン
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命
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蓄
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と
実
技
」

生
命
の
貯
蓄
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及
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師
範
矢
野
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先
生

魚
津
市
健
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セ
ン
タ
ー

マ
申
込
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おしらせ
汎
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ソ
フ
ト

・
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期
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初
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所

魚午 8
津後月
t也 5 4 
域時日
職半(刈
業 I I 
司iJ 8 7 
練時日
セ半幽
/ 

タ一
日
に
つ
き2

、
5
0
0
円

申
込
み

・
受
付
け

・
問
い
合
わ
せ
は

同
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

宮
@
9
5
7
9
(
月
曜
日
を
除
き

毎
日
午
後
1
時
か
ら
)

受
講
料

時

{
7
月
日
日
間
・
日
日

ω

{

日
日
附
・
口
日
幽

の
4
日

間

各

日

と

も

午
後
6
時
l
午
後
9
時

マ

場

所

本

江

公

民

館

マ
募
集
人
員

μ
名
(
先
着
順
)

マ
応
募
資
格
義
務
教
育
終
了
者

マ
申
込
先

-
市
社
会
教
育
課
企
⑫
2
2
0
0

(
内
線
4
4
1
)

・
市
教
育
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
2
4
9
5

担
当
塩
固
ま
で

マ
日

マ
必
要
な
も
の

・
添
付
用
写
真
一
枚
(
初

ミリ
×
初
ミリ

)

・
テ
キ
ス
ト
代

1
、
0
0
0
円

マ
免
許
証
検
定
の
上
、
合
格
さ
れ

た
方
に
免
許
証
を
交
付

。
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
基
礎
コ

l

ス
(
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
機
械
操
作
及

び
加
工
実
習
)

日

時

7
月
8
日

i
n日
(
叩
日

間
)
附

5
時
半

1
8
時
半

受
講
料

8
、
0
0
0
円

。
電
気
工
事
(
試
験
予
備
講
習
)

(
電
気
工
事
に
関
す
る
基
本
作
業
及

び
応
用
作
業
)

型在理
募 集 職 種 年令 性別 賃金 地区 人員

資絡絞験
番号 その他

1 1.2級建築士 男
}iJlI 

湯上 挫現築可士)、普(免見25-35 18.1-21.1 1 

2 営業員 20-30 男 10-15 吉島 3 高普卒以免上

3 リフト運転手 25-55 男 12-16 大光寺 3 普免

4 大型機械工 20-40 男 12.7-17.7 三ケ l 経不験者閉優遇

5 プ1mラスチ y工ク 18-40 男 14 三 回 l 不問

6 縫製工 18-40 女 9.24-12 持光寺 10 不問

7 JセMラ反桜ミ造y 工ク 18-40 女 9.4 横枕 5 不問

8 靴下仕上工 20-40 女 10.7 本江 6 不問

9 食品製造工 18-45 女 10-10.75 木下新 5 不問

10 検査仕上係 25-45 女 10.4-12.5 三ケ 6 不問

〈求人情報〉早急に人を求めています.グ

7
月
日
日

l
口
日

(
5
日

間
)
問

5
時
半

1
8
時
半

受
講
料

5
、
0
0
0
円

※
場
所
は
黒
部
高
等
技
能
学
校

お
問
合
せ
及
び
受
講
申
込
み
は
学
校

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮

@
0
2
5
1

日

時

h
vA
U
 

え
よ
う
。

全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
「
北
方
領
土
に
つ
い
て
」

応

募

期

限

臼

年

7
月
日
日

対

象

全

国

の

小

学

生

・
中
学
生

高
校
生

作
品
規
定

8
0
0
字
程
度

表

彰

最

優

秀

1
名
、
優
秀
4
名

(
入
賞
者
は
、
北
方
領
土
現

地
視
察
に
ご
招
待
)

整理
希望戦種 年令 性別l希賃望金 経験等 学歴 資格

番号

1 底 貝 44 男
2H 5 i』1パチンコ年庖 中卒 大 型貝 2

2 鉄板切断 57 男 17 鉄 板切31年断 高小卒 原イ寸

3 ~かん工 47 男 25 組 立 HI長年 高 卒 普免31 

4 土技 木術設計者 58 男 20 土工管木理工4'炉0施年 !日中卒 普2級免土‘測木管量士理士繍

5 プ品ラ質スチ管ッ理ク 57 男 15 プ加ラ工スチ研y磨ク 旧中卒 プ普レ免ス.作危業険主物任

6 一般事務 35 女 10 事務 4年 高 卒 珠算3級

7 一般事務 33 女 10 事務 5年 大 卒 普免

8 生産技能工 44 女 10 正桜造池 み1年そ 高 卒

9 生産技能工 30 女 10 靴下製15造年 中 卒 普免

10 生1苫産貝技又能工は 32 女 10 庖員 5年 中 卒 普免

〈求職情報〉緊急に職を探しています.グ

問
い
合
せ
先

制
日
本
青
年
会
議
所

北
方
領
土
特
別
委
員
会

宮

閃

l
m
l
5
6
0
1

郵
便
局
で
は
、
皆
様
に
お
届
け
す

る
郵
便
物
を
ぬ
ら
さ
な
い
よ
う
、
配

達
の
際
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま

す
が
、
大
切
な
郵
便
物
を
雨
か
ら
守

り
保
護
す
る
た
め
に
も
郵
便
受
箱
の

設
置
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
地
域
:・
加
積
地
区

(
8
号
線

山
側

一
上
村
木
・相
ノ
木
・
吉
島
)
下

中
島
地
区
(
8
号
線
海
側
一
住
吉
)
。

点
検
に
は
県
L
P
G
協
会
魚
津
支
部

保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。

宮
⑫
5
3
4
0

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
机
(
木
製
)
マ
バ
イ
ク
(
印
∞
と

ω

∞
)
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド
マ
エ
ア
コ
ン

(
ロ
坪
1
日
坪
の
広
き
に
適
)
マ
ベ

ッ

ド
マ
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
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敷
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申
し
込
み
、
問
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合
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せ
は
、
市

役
所
総
務
課
、
行
政
係
へ

宮
⑫
2
2
0
0
(
内
線
加
) ※くわしいことは、魚津公共職業安定所

< ft24 -0365 >へお問い合わせください。
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節
に
集
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ま
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⑨
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⑨
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づ
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局
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市
観
音
堂
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一
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万
円

窪
田
義
雄
氏

一

一
o
魚
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市
本
江
新
町
五
l

士

一

一

一

十
万
円

川
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田
忠
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氏
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試
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名

裁
判
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事
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官
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速
記
官
研
修
生

受
付
期
間

7
月
1
日
附
i

7
月
8
日
制

第
一
次
試
験
日
刊
月
刊
日

ω

資

格
・
裁
判
所
事
務
官

昭
和
制
年
4
月
2
日
i
必
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
方

最近、市内の公園に犬のふんが目立ちま

す。愛犬家の皆さんは気をつけましょう 。

魚津善意銀行へのご寄付
く敬称略〉

宮崎敬光大海寺野 50，000円

清水みき経田中町 30，000円

雛形三郎金山谷 658円

魚住孝子諏訪町 50，000円

四十万幸二 三 ケ 72，000円

朝野勝吉経田中町 20，000円

大久保すみ子 新角川二丁目 30，000円

出谷一雄中央通り 二丁目 500，000円

三村義子大光寺 15，000円

上口保育園 4，493円

五十井建夫新宿 30，000円

窪田喜 一 大 海 寺野 50，000円

石野正雄大光寺 30，000円

友田道 治 新 角 川二丁目 20，000円

備)魚津鍍金吉島 5，000円

有沢武雄本町二丁目 10，000円

北出重雄本江 6，886円

杉森弥三吉新金屋 50，000円

大野昭二 北 鬼 江一丁目 2，000円

西浦粂雄諏訪町 30，000円

八倉 巻 利 一 上 口 一丁目 20，000円

全郵政魚津支部 15，810円

鮒北陸 プラ ント 建設道坂 10，000円

伊田忠勇東山 50，000円

故前田正之寿町 50，000円

故経津弥吉経団西町 200，000円

高橋信清三ケ 30，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の都合

で一部次の号以降になります。

広報うおづ

行事、

(19) 
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、
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7
月
の
行
事
〉

七
夕
の
つ
ど
い

5
日
川

2
時

i

み
ん
な
で
お
や
つ
を
作

っ
て
食
べ

ま
す
。
(
※
1
日

1

5
日
は
、
七
夕
の

飾
り
付
け
を
し
ま
す
。)

オ
セ
ロ
大
会

初
日
制

2
時
1

(
※
申
し
込
み
は
、
お
日
ま
で
)

*
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
グ

4

3
年

本

元

ま
き
さ
ん

三
勾
水
省
草
寺
、

4
司

5
年

内

山

博
恵
さ
ん

在、1-
4

6
年

川

井

豊
く
ん

見

付
川小
六
年

川 .1.... 

1イ
回刷/魚津田刷株式会社

EZ彊圏EII

編集/企画広報室

人(前月対比)

人口(男)23，911 (ー17)

(女)25，967 ( -4 ) 

計 49，878(ー21)

世帯数 13，679世帯

市の面積 200.75km2 

海 岸線 7.9km 

(5月末現在)


